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 上記③の機能：「ミニマルファブ製造可能な LSI によるエッジコンピューティング」については、
②の要請の結果、各格子点に関する状態量を１ビット幅で表現できるので、その時間発展計算は、

















































































































































































仮想粒子が、ジグザグパスを進行することによ   図６ 上向き太矢印で示す速度 をもつ 


































































ュレーションの時間発展計算において時刻ステップがひとつ刻まれる時間を⊿τとすれば、ℓ = c 
⊿τで与えられる。ここで、c は、仮想粒子の１座標軸方向の速さである。 
 また、今回おこなったシミュレーション計算における格子点配列は、Ｘ方向に 768 個、Ｙ方向
に 512 個、Ｚ方向に 256 個で約１億個の規模に対応している。疎視化については、スナップショ







仮想粒子は次の 24 種類の４次元速度をもつことができる。 
(±c,±c,0,0)、(±c,0,±c,0)、(±c,0,0,±c)、(0,±c,±c,0)、(0,±c,0,±c)、(0,0,±c,±c） 
仮想粒子は４次元空間内を動くのでその速度成分は４つあり、仮想粒子の速さは、すべて同じ











サイバーサイエンスセンターの SX-ACE32 ノード(128 ベクトルコア)を利用して行い、どのケース
も約 39000 時刻ステップの計算を約 40 分で実行している。 
 
（３）シミュレーション結果の考察 



































図７ 粒子間力を考慮した円柱後流のシミュレーション結果（適用確率＝左 0,右 1/300） 






















図８ 粒子間力を考慮した円柱後流のシミュレーション結果（適用確率＝左 1/200,右 1/180） 
 （上段が 34816 時刻ステップ、下段が 36864 時刻ステップにおけるスナップショット） 
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